
 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月１９日は 食育の日・育児の日

です。 

食欲 

母乳やミルクの飲み具合

（勢いや時間）、量、回数を

把握しましょう。離乳食や幼

児食の量、内容も大切な情報

です。 

機嫌 

機嫌の良いときと悪い

ときの様子を見ておきま

しょう。 

肌の様子 

ブツブツはないか、カサカ

サしていないかなどの肌の

様子を見ましょう。 

体温 

赤ちゃんの平熱は 37℃前

後です。ときどき、起床時、

午前、午後、夜の 4回測って

みて、時間ごとの平熱を知る

とよいでしょう。 排泄 

色や量、回数などを把握し

ましょう。  何科を受診したらいいか迷うときには小児科を受診しましょう。

近所にかかりつけ小児科をつくっておくと心強いです。 

＜発熱したとき＞ 

熱があっても比較的元気で水分もとれていればあせらずに様子

を見ましょう。しっかりと水分補給し、汗をかいて衣服がぬれたら

こまめに替えましょう。 

 

以下に当てはまる場合はすぐに受診しましょう 

・生後 3か月以内     ・息苦しそう 

・水分を摂れない     ・ぐったりしている 

・目がとろんとしている 

 

＜＞ 
＜吐いたとき＞ 

しばらくは落ち着くまで何も飲まさず様子を見ましょう。落ち

着いたら水分をゆっくり少量ずつ飲ませましょう。吐いたものに

は病原体が含まれていることがあるので注意しましょう。 

 

以下に当てはまる場合はすぐに受診しましょう 

・繰り返し吐く     ・ぐったりしている 

・水分を摂れない    ・尿の回数や量が減った 

休日や夜間の急な子どもの病気にどう対処したらよいか、受診したほうがいいのかなど、 

判断に迷ったときに、看護師等への電話相談ができます。 

（対応時間：毎日午後 7時から翌朝 8時まで） 

小児救急電話相談 

 

冬の感染症であるインフルエンザや胃腸炎などまだまだ流行する時期です。 

感染症予防には石けんでの手洗いや換気などが大切です。今年も家族で対策を

し、元気いっぱいに過ごしましょう。 

丸亀市健康課 
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低温やけどに注意！ 

冬場はホットカーペットや

使い捨てカイロに長時間ふれ

ることで起こる「低温やけど」

が起きやすいです。痛みを感

じにくく、重症化しやすいの

で注意しましょう。肌が赤く

なったり、子どもが痛痒く感

じていたら要注意です。 

 子どもは運動機能の発達と

ともに、いろいろなことができ

るようになりますが、その一方

で様々な事故に遭う恐れがで

てきます。事故の大半は前もっ

て住環境を整備したり意識し

たりすることで防ぐことがで

きるので、予防に努めましょ

う。左記は月齢に応じた起こり

やすい事故についての表です

ので参考にしてください。 

0歳児の不慮の事故死の約 78％は “窒息” によるものです！ 

＜予防のポイント＞ 

① うつぶせ寝は窒息の恐れがあるので気を付けましょう 

② ベッド内にタオル・ぬいぐるみ・ひも・ポリ袋などは置かず、寝ているときはよだれかけを外しましょう 
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